
 

 

 

 

～福祉教育プログラムの取り組み～ 
障害のある人との交流を通じて、障害のある人もない人も共に学び共に暮らして

いける地域づくりをめざして、あるる・都島区社会福祉協議会・都島区自立支援

協議会・地域の方々とともに、福祉教育を取り組んでいます 

 

今回は、①森ノ宮医療大学②都島中学校の学生の皆さんと交流させていただきました。 

 

① 3/14 に森ノ宮医療大学の学生が企画した「車いす街歩き」イベントに参加しました。実際に車いすに乗

って街のバリアフリー状況を調査する、というもので弁天町、大阪港、舞洲の３エリアを見て回りました。

僕たちはその中の大阪港を担当しました。トイレやエレベーター、飲食店に実際に入って食事をする、な

ど体感型のバリアフリー調査で、学生からは「車いすからだと手が届かないのか！」といった気づきの声

があり、新たな視点を得てもらえたことがとても嬉しかったです。そして調査の記録には Wheelog（ウ

ィーログ）というアプリを使い、今までに僕らがやってきた調査などとはまったく違った形で調査するこ

とができました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のイベントでは、僕たちの視点を学生さんに伝えるだけでなく、実体験に基づいた意見交換ができ、と

ても有意義な時間になりました。この経験をきっかけに学生さんと協力しながら新たな関係性を築いていき

たいと強く感じました。また今回はじめて使用した Wheelog などのツールも今後活用していきたいと思い

ます。（永谷） 

 

 

 

 

 

 

地域の学校交流 

Wheelog（ウィーログ）とは… 

各地のバリアフリー情報を調べたり、投稿でき

るアプリ。車いすで通った道を記録する機能

や、ピンを付けて写真、コメントを投稿する機能

等があり、その場所を訪れたい人がそのアプリ

で調べることでトイレや EV の仕様をみること

ができる仕組み。 

 

海遊館近くのファミリーマート 

自動ドアの入った先に急に階段

があり、なぜここに階段が！？

と学生さんたちも驚いてました 



 

② 5月 23日に都島中学校 2年生の皆さんと 5・6限目の時間をお借りしあるくるメンバーと合同で交流

させていただきました。 

 

5限目では、体育館にて 6コートに分かれボッチャでの交流をしました。各コートに当事者も入って一緒

にボッチャを楽しみました。どのコートも盛り上がって、あっという間に時間が過ぎました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 限目では、3 クラスに分かれて、1 組では永谷 2 組では杉本さん 3 組では有田さんが中心になり、

クラスごとに「障害について」のお話ししました。どのクラスも真剣に話を聞き、最後の方に質問もたく

さんしてくれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③近畿社会福祉専門学校 ④ 佛教大学の学生の皆さんと交流させていただきました。 

 

③6月 5日に近畿社会福祉専門学校に訪問し、あるくるメンバーの有田さんと杉本さんとともに 1年生

の方々と交流をさせていただきました！ 

今回は、学校の教室をお借りして 3コートに別れ、ボッチャ交流をしました。この学校の学生さん

たちとボッチャをするのは初めてで少しドタバタしましたが、どのコートも本当に大盛り上がりでし

た。 

今回の交流を通して、学生さんたちからとても元気をもらうことができたと実感しました。外国籍の

学生さんが多くいたので、今後は講義形式のものだけでなくこうしたスポーツやゲームを通しての交流

も増やしていけたらいいなと思いました。（永谷） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④7月 4日、佛教大学 作業療法学科の 2年生の皆さんに向けて、「障害者の自立生活について」をテーマ

に、太田・中塔・永谷の 3名で講演を行いました。 

 

ここ 2 年ほどは、実際に大学へ訪問し対面でお話ししておりましたが、今回は太田および永谷の体調

不良などもあり、急遽 Zoomを使用したオンラインでの実施となりました。 

 

講演の前半では、中塔から受傷後の病院での生活体験や、「あるる」との出会い、そして現在の自立生

活における工夫や日々の様子について、自身の経験をもとに語ってくれました。 

次に永谷からは、幼少期のリハビリを通して感じたこと、就職活動の際に直面した課題、そして自立生

活を実現するまでに取り組んだことなどをお話ししました。 

 

最後に太田が登壇しましたが、中塔と永谷が予定時間を少しオーバーしてしまったこともあり、十分な

お話の時間が取れなかったのが少し残念でした。それでも限られた時間の中で、人権についての大切な

視点や、自立生活の持つ楽しさについて、熱意をもって伝えてくれました。 

 

今回も貴重な大学の授業の一コマをいただき、お声がけいただいた白井先生や学生の皆さんには、この

場を借りて感謝いたします！次にお呼びいただけるときには、ぜひとも直接先生や学生さんとお会いで

きたらなと思います。（永谷） 

 

 

 

 

 

 



⑤大阪公立大学 ⑥ 四条畷学園大学の学生の皆さんと交流させていただきました。 

 

⑤ 10 月 10 日、大阪公立大学の 1 年生に向けて「障害者の自立生活」をテーマにあるくるメンバーの

杉本さん・中塔・永谷の 3名で講演を行いました。（有田さんも応援に駆けつけてくれました。） 

この大阪公立大学は、以前より親交のあった松波先生がこちらに異動になり、今回講演させていただ

けることになりました。 

お邪魔したキャンパスは 9 月末にできたばかりだったのでとても教室内は綺麗だった一方で、車い

すユーザーは教室の構造上、壁際で話すしかないというバリアを感じる一面もありました。ただ、今まで

にない 200名近くの学生さんたちに僕らの話を聞いてもらえたので、とても良かったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 11月 7日に四条畷学園大学 2年生の皆さんと交流させていただきました。今回は、学生さんたちに

実際にこっちに来ていただき、あるくるのスペースでのボッチャをするチームとあるくるの冨田さんの

講演を聞くチームに別れて交流しました。今回は、いつも以上に学生さんたちと距離が近い形で交流で

き、今後もこうした形の交流を増やしていければよいなと強く感じました。（永谷） 

 

 

 

 

         


